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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成25年9月12日(2013.9.12)

【公開番号】特開2012-54893(P2012-54893A)
【公開日】平成24年3月15日(2012.3.15)
【年通号数】公開・登録公報2012-011
【出願番号】特願2010-198050(P2010-198050)
【国際特許分類】
   Ｈ０３Ｈ   9/19     (2006.01)
   Ｈ０３Ｈ   9/215    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０３Ｈ   9/19    　　　Ｌ
   Ｈ０３Ｈ   9/215   　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成25年7月31日(2013.7.31)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００３】
【特許文献１】特開２００７－０９６８９９号公報
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　第１の観点の音叉型水晶振動片は、パッケージの内部に収納されパッケージの内部の接
続電極に接合される水晶振動片である。そして水晶振動片は、励振電極を有し所定方向に
伸びた一対の振動腕と、一対の振動腕が連結された基部と、一対の振動腕の両外側で基部
から所定方向に伸びる一対の支持腕と、一対の支持腕の先端領域から励振電極まで引き出
された引出電極と、を備える。さらに励振電極は、Ｃｒ、Ｎｉ、Ｔｉ、Ａｌ、Ｗのうち少
なくとも１つの第１の金属膜と第１の金属膜上に形成されたＡｕ又はＡｇのうち少なくと
も１つの第２の金属膜との２層からなり、引出電極は、第２の金属膜上に形成されたＣｒ
、Ｎｉ、Ｔｉ、Ａｌ、Ｗのうち少なくとも１つの第３の金属膜と第３の金属膜上に形成さ
れたＡｕ又はＡｇのうち少なくとも１つの第４の金属膜との４層からなる。
　また、第２の金属膜の膜厚は４０ｎｍから６０ｎｍ（４００Åから６００Å）が望まし
く、第４の金属膜の膜厚は６０ｎｍ（６００Å）以上であることが望ましい。
　第２の観点の水晶デバイスは、第１の観点の音叉型水晶振動片をパッケージに収納する
。
 
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
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　一対の支持腕２５には、励振電極３３，３４から引き出された引出電極３１，３２が形
成される。基部２３にも引出電極３１，３２が形成される。
 
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３４】
　ステップＳ１３４において、パッケージＰＫＧの縁部５７の上部に封止剤５４が塗布さ
れる。パッケージＰＫＧに蓋体５３が載置される。パッケージＰＫＧを載置した蓋体５３
は、真空中又は不活性雰囲気中で、３５０°Ｃ程度に加熱され押圧されて接合される。そ
の後、第１水晶デバイス１００は駆動特性などの検査を行うことで完成する。
 
 
【手続補正５】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１】
　パッケージの内部に収納され、前記パッケージの内部の接続電極に接合される水晶振動
片であって、
　励振電極を有し所定方向に伸びた一対の振動腕と、
　前記一対の振動腕が連結された基部と、
　前記一対の振動腕の両外側で前記基部から前記所定方向に伸びる一対の支持腕と、
　前記一対の支持腕の先端領域から前記励振電極まで引き出された引出電極と、を備え、
　前記励振電極は、Ｃｒ、Ｎｉ、Ｔｉ、Ａｌ、Ｗのうち少なくとも１つの第１の金属膜と
前記第１の金属膜上に形成されたＡｕ又はＡｇのうち少なくとも１つの第２の金属膜との
２層からなり、
　前記引出電極は、前記第２の金属膜上に形成されたＣｒ、Ｎｉ、Ｔｉ、Ａｌ、Ｗのうち
少なくとも１つの第３の金属膜と前記第３の金属膜上に形成されたＡｕ又はＡｇのうち少
なくとも１つの第４の金属膜との４層からなる音叉型水晶振動片。
 
【手続補正６】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項３】
　請求項１又は請求項２に記載の音叉型水晶振動片と、
　前記パッケージに形成され前記励振電極と接続する外部電極と、
を備えることを特徴とする水晶デバイス。


	header
	written-amendment

